
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等 

第２回熊谷Ｂ級グルメ大会 ～うまいもの祭り～ 開催 

１．実施日時等   平成 ２４年５月２７日（ 日 ）午前 １０ 時 ００ 分から 

平成 ２４年５月２７日（ 日 ）午後  ３ 時 ００ 分まで 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名              事務局 商業観光課 524-1111（312.513） 

４．事業内容 

 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

  「くまが屋・オブ・ザ・イヤー」は、熊谷市内限定の人気メニューを決定する企画である。 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目     

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                    

 

・熊谷市のグルメと物産を紹介し、販売を行うと同時に、市外有名グルメを招待し集客を図る。 

・市内グルメ 6店、市外グルメ 11店、新作発表 11店及び物産 19店、全 47店の出展となり、

賑やかな大会となる。また、「新作発表会 くまが屋・オブ・ザ・イヤー」では、本因坊戦

にちなんで碁石を使った投票を来場者にしてもらい、一番人気のメニューを決定する。 

・熊谷Ｂ級グルメ大会開催のチラシを５月市報同時配布して周知する。 

 

 

 

                                            

 

 

 新作発表を行い、飲食店の意欲の向上につなげる。 

また、市内店舗を紹介する事により、来場者が後日また食べに行くことが簡単にでき、お店の活

性化にもつながる。 

  

熊谷スポーツ文化公園 にぎわい広場 

  

熊谷 B 級グルメ大会実行委員会 

実行委員長 

 

 第 2回となる熊谷Ｂ級グルメ大会は、会場を熊谷スポーツ文化公園に移して、「スポーツ

フェスティバル 2012」、「わくわくスポ文まつり」と同時開催することにより、一層の集客

を目指す。市内のグルメや物産を紹介して、熊谷市のＰＲを行う。                               

 

 人気の高い食文化を題材とし、知られていないお店やグルメのＰＲができ、リピーター

が見込める。 

内田・田沼 

048-524-1111（内線 513・312） 

産業振興部商業観光課 

平成 24 年 4 月 25 日発表 
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